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業務状況可視化システム

病院、診療所などの医療現場、工場、作業場など
の作業現場

作業者、例えば看護師が患者に施す医療行為を時間の経過と共に記録して医療
行為の実施履歴を可視表示する。

本発明によれば、看護師の医療行為の履歴が可視表示されるので、看護師長など
の監督者が看護業務の進捗状況を見ながら、看護業務の割り振りを変更したり、
停滞業務の督促を行ったりして看護業務の効率化を図ることができる。

看護師のナースハットなどに取り
付けられた赤外線発信器と病室
や廊下などに設けられた赤外線
センサ１２から看護師の現在位
置を検知すると共に、看護師の
身体各所に装着された動きセン
サ１４並びに医療機器と看護師
との間での近接センサ１６と更に
看護師が発する音声を取得する
マイクロフォン１８とによって看護
師の現在実行中の看護業務を
把握し、それらの現在位置と看
護業務とを時刻情報と共に記録
し、可視表示する。


